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　私たちは、高速増殖炉（FBR）サイクルの実用化に向
け、「２０２５年頃の実証炉の実現，２０５０年よりも前の商業炉
の開発」を目指し、電気事業者，メーカなどと連携して
「高速増殖炉サイクル実用化研究開発（FaCTプロジェク
ト）」を推進しています。
　FaCTプロジェクトでは、酸化物燃料を用いたナトリ
ウム冷却FBR，先進湿式法再処理及び簡素化ペレット法
燃料製造を組み合せた概念を中心に進めており、２０１０年
には革新的な技術の判断（図１-１に示す革新技術の成立
性見極め）を行い、２０１５年には実証炉及び実用炉の概念
設計と実用化に向けた研究開発計画案の提示を行う計画
です。２００８年度はFaCTプロジェクト開始から三年目に
当たり、２０１０年の技術判断に向け、これまでの成果と今
後の計画についての中間取りまとめを実施しました。本
章で紹介する各トピックスのテーマは以下のとおりです。
　FBRシステムの技術開発では、実証炉や実用炉のシス
テム設計研究を進め、原子炉プラントの概念を構築して
います（トピックス１-１）。炉心燃料に係る技術開発では、
環境負荷低減性を向上させるため、炉心燃料にマイナー
アクチニド（MA）を含有する燃料設計（トピックス１-２）

や照射試験による健全性の確認（トピックス１-３）を実
施しています。原子炉容器をコンパクト化して建設コス
トを低減するため、炉内構造物の温度ゆらぎ現象を解明
する三次元解析を可能とし（トピックス１-４）、機器・
構造物の設計基準を高度化して設計を合理化する提案
をしました（トピックス１-５）。信頼性向上に係る技術
開発では、運転中の高温配管の減肉をモニタリングでき
るセンサを開発し（トピックス１-６）、また、Na漏えい
対策などに反映する基盤技術としてNaの燃焼機構を解
明しています（トピックス１-７）。安全性向上に係る技
術開発では、巨大地震に耐えうる合理的な設計を目指
し、免震装置の破断に至る貴重なデータを取得しました
（トピックス１-８）。
　燃料サイクルシステムの技術開発では、再処理プロセ
スの高効率を目指した連続溶解槽の開発を進め（トピッ
クス１-９）、抽出プロセスではU-Pu-Npの一括回収が可
能となりました （トピックス１- １０）。燃料製造プロセス
では、マイクロ波脱硝におけるメカニズム解明を進めま
した（トピックス１- １１）。

経済性向上に係る課題 

○建屋容積・物量の削減 

○高燃焼度化による長期 
　運転サイクルの実現 

①配管短縮のための高 
　クロム鋼の開発 

信頼性向上に係る課題 

○ナトリウム取扱技術 

⑧配管二重化による 
　Na漏えい対策と 
　技術開発 

安全性向上に係る課題 

○炉心安全性の向上 

○耐震性の向上 

⑪受動的炉停止と自 
　然循環による炉心 
　冷却 

⑫炉心損傷時の再臨 
　界回避技術 

⑬大型炉の炉心耐震 
　技術 

⑨直管二重伝熱管蒸 
　気発生器の開発 

⑩保守，補修性を考慮 
　したプラント設計と 
　技術開発 

⑦高燃焼度化に対応し 
　た炉心燃料の開発 

④原子炉容器のコンパ 
　クト化 

⑥格納容器のSC（スチー 
　ルコンクリート）造化 

⑤システム簡素化のた 
　めの燃料取扱系の開 
　発 

③１次冷却系簡素化の 
　ためのポンプ組込型 
　中間熱交換器開発 

②システム簡素化のため 
　の冷却系２ループ化 

蒸気発生器 

炉容器 

（a） ナトリウム冷却炉に関する技術開発課題 

ポンプ 
組込型 
中間熱 
交換器 

炉心 

先進湿式法再処理 

①解体・せん断技術 
　の開発 

簡素化ペレット法燃料製造 

⑦脱硝・転換・造粒 
　一元処理技術の 
　開発 

⑧ダイ潤滑成型技 
　術の開発 

⑩燃料基礎物性研 
　究 

⑪セル内遠隔設備 
　開発 

⑫TRU（超ウラン 
　元素）燃料取扱 
　技術 

⑨焼結・O/M（酸素 
　対金属）調整技 
　術の開発 

②高効率溶解技術の 
　開発 

③晶析技術による効 
　率的ウラン回収シ 
　ステムの開発 

⑥廃棄物低減化（廃 
　液二極化）技術の 
　開発 

④U,Pu,Npを一括回 
　収する高効率抽出 
　システムの開発 

⑤抽出クロマト法に 
　よるMA回収技術の 
　開発 

（b） 燃料サイクルシステムに関する技術開発課題 
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図１-１　FaCTプロジェクトの革新的な技術開発課題
（a）原子炉システムに関して取り組むべき革新的技術は、経済性，安全性，信頼性の観点から、建屋容積・物量の削減，炉心燃料開

発，ナトリウム取扱技術，炉心安全性，耐震性の向上といった分野で１３の新たな技術が挙げられています。
（b）燃料サイクルシステムに関して取り組むべき革新的技術は、経済性，安全性に加え、持続可能性や核不拡散性といった観点も加

わり、使用済燃料の再処理技術と燃料製造技術の分野で１２の新たな技術が挙げられています。




